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○
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
一
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
第
四
十
三
条
の
二
」
を
「
第
四
十
三
条
」
に
、
「
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
の
み
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も

の
に
限
る
。
）
」
を
「
知
的
障
害
児
通
園
施
設
」
に
改
め
、
「
及
び
第
六
項
」
を
削
り
、
「
以
上
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
以
上

」
と
あ
る
の
は
、
」
に
改
め
、
「
と
、
同
条
第
六
項
中
「
言
語
聴
覚
士
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員
（
聴
能
訓

練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
言
語
機
能
訓
練
担
当
職
員
（
言
語
機
能
の
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
及
び
」
と
、
「
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員
及
び
言
語
機
能
訓
練
担
当
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職
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
」
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
の
み
に
よ

り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
整
備
法
附
則
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
児
童
福
祉
法
第
三
十
五

条
第
三
項
又
は
第
四
項
に
基
づ
き
新
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
て
い

る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
新
基
準
第
六
十
三
条
第
六
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
六
項
中
「
言
語
聴
覚
士

及
び
」
と
あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員
（
聴
能
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
言
語
機
能
訓
練
担

当
職
員
（
言
語
機
能
の
訓
練
を
担
当
す
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
」
と
、
「
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
四
人
」
と

あ
る
の
は
「
聴
能
訓
練
担
当
職
員
及
び
言
語
機
能
訓
練
担
当
職
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


